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要 旨 
背景： 
多くの疫学的論文がアルコール摂取と肥満は結腸直腸がんの潜在的リスク要因であると

指摘している一方、二つの間の正の相互作用は十分に研究されていない。アルコール摂取

が結腸直腸がんのリスク増加と関連するかどうか、このリスクは肥満とそうでない人とで

異なるのかどうかを調査するため症例対照研究を行った。 
方法： 
新規に結腸直腸がんと診断された症例は 1999 年から 2003 年までにニューファンドラン

ド・ラブラドール州で同定された。症例は年齢と性別によって無作為に電話をかけて選ば

れたコントロールと頻度マッチングした。症例 (702 名)、コントロール (717 名)は健康と

生活習慣を評価する自己回答による質問紙に完答した。アルコール摂取の推定には飲料の

種類、飲酒年数、一日当たりの平均アルコール摂取本数を含んだ。結腸直腸がんのリスク

のオッズ比はアルコール単独と肥満の有無による層別化した場合の関連を調査して推定さ

れた。 
結果： 
肥満者 (BMI≥30)において、飲酒は非飲酒のカテゴリーと比較して、結腸直腸がんのリス

クと強い関連を示した (OR: 2.2; 95%CI: 1.2-4.0)。肥満の人々では、3 種類以上の異なる種

類の飲酒は非飲酒者と比べて結腸直腸がんのリスクが 3.4 倍高く関連した。また、結腸直腸

がんのリスクは飲酒年数、および肥満者で毎日飲んでいる者で増加した。しかしながら、

非肥満者ではリスク上昇が観察されなかった。 
結論： 
飲酒によるアルコール摂取の結腸直腸がんへの影響は肥満の有無によって異なるようで

ある。 

 




